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早期からの進路活動の重要性

～若人我ら～

3月1日（金）、3年生全員がそれぞれ進む道を決め、この静内農業高校
を巣立って行きました。きっと本校の卒業生として、立派に社会の一員
として、活躍してくれることと思います。しかし、ここに辿り着くまで
の道のりは、決して平坦ではない人がほとんどでした。３年生になって
から進路を考え始める生徒も多く、自分の進むべき道がこれで正しいの
かと悩み、進路活動を進めれば進めるほど迷い、周りの進路が決まって
いくことから焦りが生まれ、考えることが苦しくなり、現実から目を背
ける。半年後、１年半後にみなさんも同じ状況に陥るかもしれません。
現時点で皆さんの進路活動はどうですか？まだまだ決まっていない人

も多いのではないでしょうか？産業社会と人間の授業を通じて、働くこ
とや将来について考えるきっかけや材料を得ることができたと思います。
進路は自分が決めることです。もちろん、保護者の理解がなければ、実
現ができません。自分で決めるため、保護者に納得してもらうためにも

大切なのは、『根拠』です。「なんとなく〇〇が好きだから」、「〇
〇ならやれるから」、「親や先生が〇〇って言ったから」といった、自

分の進路を考える『きっかけ（動機）』はあると思います。ですが、

これは根拠にはなりません。根拠を見つけるためには、今まで経験し
てこなかったことにも積極的に挑戦し、『自分を知る』と

ともに、『進路先について深く知る』ことが大切です。就職であ
ればその業種や企業でなければいけない理由、進学であればその学部や
学校でなければいけない理由を明確にする必要があります。そのために

は、事業所訪問やオープンキャンパスへ積極的に参加する
とともに、『比較』することが効果的です。進路希望先が決まったら
やることはいっぱいあります。筆記試験対策、適性検査対策、作文、小
論文、志望理由書、履歴書、面接対策・・・。頭が痛くなりますね。進
路活動には、時間もお金も労力もかかります。進路活動はやりすぎて損
をすることは１つもありません。早期から進路活動を積極的に行い、自
分自身に合った進路を選択し、社会の一員として自分らしく活躍できる
よう準備しましょう。



3月19日（火）に校内合同企業説明会が行われました。合計１５社の企業が皆さ
んに向けて会社概要の他、社会人として必要なことや高校生のうちに頑張っておくこ
となどについて説明していただきました。今回の説明会で興味を持った生徒は、ぜひ
職場見学にも行ってみましょう！希望者は進路指導部まで相談してください。

進学先
◆大学・短大◆
酪農学園大学 東京農業大学 武蔵野大学 佛教大学通信課程

◆専門学校・各種学校等◆
八紘学園北海道農業専門学校 北海道情報専門学校 札幌科学技術専門学校
札幌デザイン＆テクノロジー専門学校 日本工学院北海道専門学校
北海道ハイテクノロジー専門学校 鹿児島県立農業大学校
日本軽種馬協会生産育成技術者研修

就職先
◆町内・日高管内◆
新ひだか町役場 浦河町役場 みついし農業協同組合 フジワラファーム
幌村建設 新冠町農業協同組合 優駿スタリオンステーション
賀張宝寄山育成牧場 北海道アスコットコーポレーション 環境整備公社

◆北海道内◆
国分北海道 ベル食品 新札幌乳業 コープさっぽろ 松岡満運輸
エスパシオ ANAクラウンプラザホテル札幌 第一滝本館
野口観光プロフェッショナル学院 マナアイーナ 森の馬小屋

◆北海道外◆
日本中央競馬会 地方競馬全国協会 冨樫興業 YUIME
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